
2　恒星日と太陽日(平均)の説明について
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                                                                     （島　浅松）
(1) １年は恒星日で約366.24日、平均太陽日で約365.24日である。

(2) この約１日の違いについて歯車の原理を用いて理解させる。

同じ直径の円の一方を固定し、他方を滑らせないで１回転させると、何回転するか理解させる(10円玉２個使用)。平面に対して２回転、固定円に対しては１回転のように見える。

固定円の半径r1、回転円の半径r2の場合、

固定円に対して r1/r2 回転しているように見える。

平面に対して (r1/r2)＋1 回転しているように見える。

見かけの回転数に公転による約１回転加えたものが見かけの恒星の回転数となる。
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恒星日と太陽日について

恒星日：360回転

太陽日：360＋α(毎日αが異なる)

地球は自転しながら公転するため、歯車の理論に従って、約１日だけ余計に自転しているように見える。
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